
 令和８年(2026)年6月19日

 　　葛城市立新庄北小学校　　　　　　　　　　　　学校だより　№２

 トベラの木               　　　校長　中川　純一

 

ＰＴＡ広報誌「智進　創刊号」から考える 
 
昭和５２年７月２０日発行(ミーティングルーム室に保管) 

 
　智進の創刊号を読んだ。当時は葛城市ではなく、新庄町である。当時の町長足高晋町長

 の「未来からの留学生」という挨拶文の中で、
「２１世紀という新しい世紀はいまから数えて２３年後に間違いなく到来することになっ
　ている。現在、新庄北小学校と附属幼稚園に通っている子どもたちは、２１世紀の初頭
　には、ほぼ自分の父や母ぐらいの年齢に達し、社会の中堅として活躍していることにな
　るであろう。つまり、２１世紀という未来の人間は、ある日突然に出現するのではなく、
　現に幼稚園や小学校の運動場で目を輝かせ、駆けまわり、元気にはしゃいでいるのであ
　る。言ってみればかれらは２１世紀の未来から派遣された可愛い留学生なのだ。やがて
　かれらは、この社会で学んだり経験したことを未来の社会に持ち帰り、自分たちの社会
　をよくするために生かそうとするに違いない。かれらはいま、その可愛いひとみをぱっ
　ちりと見開いて、いまの大人たちの物の見方や考え方に接しつつ現代社会を観察し、そ
　の長所、短所を見つめている。」 

 とあった。
　私は昭和52年度に開校したときの１年生だった。足高町長の言葉を借りれば、私は「未
来の留学生」だったのだ。その私も新庄北小学校を卒業し、中学校、高校、大学に通い、

 卒業し、現代社会の中で学び経験を積んできた。
 　そして、この新庄北小学校に戻ってきた。

「自分たちの社会をよくするために生かそうとするに違いない。」 
 という足高町長の言葉が胸に刺さる。

 ○自分たちの社会はよくなっているのか？
 ○自分のこれまでの学びや経験は生かせているのか？

　スマートフォンが普及し、だれでもあらゆる情報を入手し、発信できる時代となった。
また、ＡＩがあらゆるデータから模範的な回答をしてくれる時代でもある。一見、便利に

 なったようにみえるが、本当によりよい社会となったのか？
　日本では、ＳＮＳのトラブルが続出し、少子高齢社会となっている。世界では地球温暖

 化などの環境問題、そして戦争が続いている。
　今目の前にいる子どもたちがこのような社会の困難に立ち向かえる素地を養い、そして

 安心・安全に過ごせる環境を少しでも構築しなければならないと思う。
　私はバスケットボールというスポーツを小学校５年生から行い、全国大会を目指し、今
も現役で競技を行っている。また、自転車が趣味で、一人でしまなみ海道、淡路島一周、
琵琶湖一周、知多半島一周のツーリングをしてきた。その学びや経験から「夢や目標を持
つ大切さ」を子どもたちに伝えたい。私は自分自身の経験から、人は夢や目標を持つと困

 難に立ち向かえると思うからだ。
  初代校長の中村忠興先生の言葉の中に、「創造的な英知をそなえた逞しい子どもたちが
育ちゆくことに願いをこめています。」とあります。私もその言葉を継承し、そのような

 北小の子どもたちを育てたいと思う。
 



 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 


